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子どもの目を通して見た日本とイギリス
一 日英此較研究一

白 須 康 子

1.序

平成14年 度版 の 日本統計年鑑 に よる と、 イギ リス に長期滞在 または永住

す る 日本 人の数 は55,224人(1999年)、 日本に居住す る イギ リス入 は1fi,525

人(2000年)で 、 その数 は20年 ほ と揃 に比べ て前 者 は約10倍 に、後者 も3

倍以 上 に増加 してい る。 また最新 の観光 白書 による と、1980年 代 後半 か ら

海外 旅行 に出かけ る 日本 入の数が急 激 に増加 し、2000年 にイギ リス を訪 れ

た 日本人 は約56万 人で、 イギ リスは ヨー ロ ッパ の国 々の中 で5番 目に 日本

人観光 客 に人気 のあ る国で ある。 その一 方、2002年 に 日本 を訪 れた イギ リ

ス人 は10年 前の2倍 にあた る約22万 人 で、外 国人観光客 の 国別統 計の 中で

韓 国、台湾、 アメ リカ、中 国、香港 に次 いで第6位 となっている。

しか し、 これ らの数字が示 してい る もうひ とつの現 実 は、 日英両 国の子

どもたちがお互 いの国 の人々 と 日常 的 に直接 交流す る機会 は極 め て限 られ

た もので しか ない とい うこ とであ る。 イ ンター ネ ッ トの時代 を迎 え、 グロ

.___バルな情報 をい なが らに して瞬時 に入 手す る ことが 可能 になった とはい

え、 日本 とイギ リス の間 に物 理 的 な距離 の遠 さ、東洋 と西洋 とい う全 く異

質 の文化 、 それ に加 えて言語 面 でのバ リア とい った心理 的 な距離 を感 じさ

せ る さまざ まな要 因が存在 してい る。 この ように異質 の文 化圏 に属す現 代

の 日本 とイギ リスの子 どもた ちは相 互の 国や人 々を どの ようなイ メー ジで
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認識 してい るの だろ うか。本稿

等教育 機 関で学 ぶ約200名 の生

約300名 を対象 に行 ったア ンケ

以下 の構 成 は次 の通 りで あ る

な先行研 究 を概観 し、②次 に、

数 、 ア ンケー ト冊子の作成方法

す る。③ 調査結 果 の報告 は 日

一 ジ、お よび 清報源 の3つ の音

をま とめ結論 を導 く。

皿.先 行研 究の概観

1【-1.ス テ ーレオ タ イプ とエ ス ノ

ス テ レオ タ イ プ(固 定概 念)

(1922)で あ る 。 彼 は そ れ を 「

オ タ イ プ は そ の 人 の 属 す 文 化

集 団 間 の 相 違 点 も類 似点 も誇 弓

的 で 強 い感 情 が 作 用 す るな ど

研 究 で はBrigham(1971)が 、

と も 区 別 す る と き の 観 察 者

stereotypeisageneraliz

concerningatraitattributio

byanobserver"(p.31)と

ス テ レオ タ イ プ は そ の 国 の 二

で 主 要 な役 割 を果 た す優 勢 な 一

あ り、 従 属 的 な 下位 集 団 は 国

,.はこの テーマ に基づ いて、 イギ リスの 中

(12～18歳)と 、 日本 の中学生 ・高校 生

ト調査 の一部 を分析 す る。

① まず 、 この研 究 のテー マに関連 す る主

調査の方 法論 につ いてサ ンプ ルの構 成 と変

、 デー タ収集 と分析 の しか た を簡単 に説 明

に関す るイ メー ジ とイギ リス に関す るイ メ

分 に分 け て行 う。④ 最後 に、主 な調 査結 果

セ ン トリズ ム

とい う概 念 を初 め て論 じた の はLippmann

'々 の 頭 の 中 に あ る絵 」 と表 現 し
、 ス テ レ

切 り離 す こ との で きな い 関 係 に あ る こ と、

され る傾 向 が あ る こ と、 ま たそ れ は非 中 立

特 徴 を指 摘 した 。 民 族 の ス テ レオ タ イ プ の

あ る ス テ レ オ タ イプ を他 の い か な る普 遍 化

主 観 的 な 基 準 を 強 調 し て 、"anethnic

tionmadeaboutanethnicgroup,

whichisconsideredtobeunjustified

義 した。EaglyとKite(1987)は 国民 性の

一 ス と して 取 り一ヒげ られ る よ う な イベ ン ト

位 集 団 の ス テ レオ タ イ プ に類 似 す る傾 向 が

にお け る彼 らの社 会 的 地 位 に関 連 した特 性
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で知 覚 さ れ る と して い る。

一 方 、 エ ス ノ セ ン ト リ ズ ム(自 民 族 中 心 主 義)と い う概 念 の 起 源 は

Sumnar(1906)に さか の ぼ る。StephanとRosenfield(1982)は 社 会 を

さ ま ざ ま な集 団 に類 別 化 す る こ とが 人 種 的 ・民 族 的 ス テ レオ タ イ プの 原 因

の ひ とつ で あ る と し、 ス テ レ オ タイ プの 形 成 に はエ ス ノ セ ン トリ ズ ムが 重

要 な役 割 を果 た して い る とい う見 方 を して い る 。GudykunstとNishida

(1994)は エ ス ノセ ン トリズ ム を"abiastowardtheculturethatcauses

individualstoevaluatedifferentpatternsofbehaviornegatively

ratherthantryingtounderstandthem"(p.90)と 定義 し、エ ス ノセ ン

トリズ ム は文 化 相 対 主 義 と相 関 関 係 に あ るた め 、 個 人 の エ ス ノ セ ン トリズ

ムが高 け れ ば 高 い ほ ど、 文化 相 対 主 義 は低 くな る と指 摘 してい る。

皿.2.子 どもにおけ る国 とい う概念の発達 と外 国人の認識

子 どもが 国 とい う概 念 を理解 す る こ とが で きる ようになるのは7歳 前後

であ るが、 国や国籍 につ い ての理解 が十分 に発 達す るのは10～11歳 であ る

ことをつ き とめたの はPiageとWeil(1951)で あ る。

その後LambertとKlineberg(1967)は 子 どもが外国人を どの ように認識

しているか を調 べ るための大規模 な国際調査 を行 い、それ には 日本 を含 む世

界の11の 国や地域 に住 む6歳 、10歳 、14歳 の子 ども3,300人 が参加 した。 こ

の調査 で子 どもが外国人についてステ レオ タイプ的 な判 断 を下 し始め るの は

10歳 前後 で、そ の傾 向 は14歳 の グル ープの子 どもた ちの 間で最 も顕 著 に見

られ ることが わか った。 その ほかに、10歳 の グループの子 どもたちが外国人

に対 して最 も友好 的な態 度 を示す こと、子 どもの年齢が上が るにつれて単 な

る事 実 を述べ ることか ら評価 を伴 う叙述 が相対 的に多 くな り、その内容 も観

察可能 な特徴か ら性格上 の特徴 へ と変化 してい くと報告 している。

この調査 にはイギ リスの子 どもは参加 してい ないが 、アメ リカ、 フラ ンス
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系 カナダ、 イギ リス系 カナ ダ、 フランス、 ドイ ツの子 どもたちの回答のパ タ

ー ンが よ く似 ている
。例 えば、彼 らが 自国民 につい て語 る時 に共通 して見 ら

れる特 徴が2つ あ り、その ひ とつ は年齢 が上が るにつれて、 身体的特徴 に関

す る言及が次 第に減少 し、性格 上の特 性が相対 的に重要 さを増 して くるこ と

だが、 日本 の子 どもは14歳 の グルー プで さえ身体的特徴 につ いての言及が多

い。 もうひ とつの共通点 は、西洋の子 どもたちは自国民 の長所 を強調す るこ

とである。 しか し、 日本 の子 どもの場合 は 日本人 を 「頭 がいい」 と認めはす

るものの、その他 は否定的な形容詞が頻繁 に使 われ てい る。

LambertとKlinebergは アメ リカ ・フラ ンス ・カナ ダの子 ど もたち を、

彼 らが似 ている とみ なす外 国人に も似 てい ない とみ なす外 国人 に対 して も、

比較 的高 い類似 観 と愛情 を示す友 好 的 なグルー プに分類 し、逆 に 日本 の子

どもは ブラジル ・イス ラエ ル ・トル コの子 どもた ち とともに非友好 的 なグ

ルー プに分類 され ている。

Lambertら は 日本の子 ど もの 回答パ ター ンが他地域 の子 どもたち と違 っ

て独特 であ る と述 べ ている。 日本 の子 どもは外 国人 を 自国民 に似 ている と

み なす傾 向が極 端 に低 く、他 の国の人 々に対す る愛情 指数 の中で最 も低 い

数値 を示 し、 そ れ は彼 らが 日本 人 に似 てい る とみ なす 国民 に対 して もそ う

である。 しか し、 日本の子 どもはエ ス ノセ ン トリズムの数値 が非常 に低 い。

日本 の子 どもはブ ラジルの子 どもと同様 外 国人嫌 いで狭 い類似 観 を持 つ、

本質 的 に非友好 的 なパ ター ンを示 してい るが、 ブ ラジルの子 どもはエ ス ノ

セ ン トリズムが高 く、 一貫 したパ ター ンを示 してい るのに対 し、 日本 の子

どもはエス ノセ ン トリズムが非常 に低 い とまとめてい る。

皿.調 査の方法

この研究のためのデータは調査票に自分で記入するアンケー ト調査によ
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って、1993年11月 か ら1994年4月 にかけてイギ リス と日本 の12歳 か ら18歳

の子 ど もた ちか ら収集 された。 この調査 には 日本 の場合 、北海 道 ・本州 ・

九州 各地 にあ る11の 中学校 と高 等学校 の生徒310名 が 、 イギ リス で はイ ン

グ ラ ン ドとウェー ル ズ地方 にあ る12の セ カ ンダ リー ・ス クー ル に通 う203

名 の生徒 が参加 した。 いずれ の場合 も変数 として性 別 と年齢(中 学校 レベ

ル と高等 学校 レベル)の バ ラ ンス を考慮 したほか、 イギ リスの子 どものみ

日本語学 習 の変数 を設 け、学校 にお け る 日本語学 習者 と非学習者 の割合 を

ほぼ半数ずつ にそ ろえた。

調査に使 われ たア ンケー ト用紙は、 日本 に関す る冊子 は英語 で、 イギ リス

についての冊子 は日本語 で用 意 された。各冊子 は相手の国や人々に関す る①

クイズ形式 の多肢選択型知識テス ト、②5段 階評価、③ イメージを 自分 の言

葉で表現す る自由回答形式 の質問、④ 晴報源等 についての質 問で構成 される。

知 識 テ ス トの作 成 にあ た り、 イギ リス編 で は.BratlshSocialAttitudes

Reports、SocialTrends、FothergillandVincent(1985)、Furnham

andGunter(1989)な どを参考 に した。 日本編 では、『青少年 白書 』、 『世 界

の 青年 との比較 か らみ た 日本 の青 年:第5回 世 界 青年 意 識調 査報 告 書 』、

TiefapanofToday(1989)、 功sfde∫apaη(1991)等 を参 照 した。

ア ンケー ト用紙 は各協力校 に郵送 され、先生方 に依頼 して調査票 の記入 は

学校 で授業 中に集団で行 われた。収集 され たデー タの分析 は、① と④ に関 し

てはカテ ゴ リーデー タの単純集計 を行 った。② はSPSSに よる統計 処理が な

され、③ はKJ法 で分析 された。本稿 で は③ の 自由 回答 に よっ て得 られ た、

日英両 国の子 どもた ちが お互いの国や人々につ いて抱いてい るイメー ジの分

析 を中心 に、② の5段 階評価 と④ の情報源 についての結 果 を報告す る。
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】〉.日 本 とイギ リスの イ メ ー ジ比 較

IV-1.イ ギ リスの子 どもが思 い描 く日本 の イメージ

この章 で はイギ リスの子 どもたちが 自分 の言 葉で 自由 に表現 した 日本 や

日本人 のイ メー ジについ てKJ法 で分析 した結果 をま とめ る。 ア ンケー ト調

査 に参 加 した203名 中、 この 質問 に は無 回答 だ った生徒13名 を除 い た、残

り190名 の 回答が 分析 の対 象 とな ったが 、 そ の内訳 は男子77名(40.5%)、

女子113名(59.5%)、16歳 未満87名(45.8%)、16歳 以 上103名(54.2%)、

日本語 学習者93名(48.9%)、 非 日本語学習 者97名(51.1%)で あ る。 男女

比のみやや ア ンバ ランス で女子が少 し多 い集 団になっている。

「日本 は どんな国だ と思い ますか。短 い言葉 で3つ 書 いて くだ さい」 とい

う質 問 に対 して、男子 の 回答 は65ユ ニ ッ ト、女子 は98ユ ニ ッ トあ り、回答

の延 べ総 数 は615で あ った。男 女別 に頻 度 の高 いユ ニ ッ トを比較 してみ る

と、上位10ユ ニ ッ トの うち8つ が重 複 してい る。男女 別 に最 も頻 度の高 い

答 えは ともに1位 が 「混雑 して い る」2位 が 「科 学技術 が発 達 してい る」

で、3位 以下 は男 女別 に多少順位 は異 な るが、 「近代 的」 「勤勉 」 「忙 しい」

「教 養があ る」 「伝統 的」 「大都 市」が続 く。男女 の回答 を総合す る と全部 で

118の 異 な るユ ニ ッ トにな り、「お金持 ち」 と 「工業化 され てい る」が加 わ

って上位10ユ ニ ッ トを構 成す る。

118の ユ ニ ッ トはKJ法 で まず59の 小 グルー プ(S)に 分類 され た。2つ

の最 も大 きな小 グループ は上記 の1位 と2位 が その ま ま踏襲 され、 それ ら

に続 い て 「S3:古 い伝統 の あ る国」、相 撲 や食べ物 な どを含 む 「S4:伝 統

的な 日本 の物」、 「S5:勤 勉」が小 グルー プの主 なものである。

59の 小 グルー プは次 に34の 中 グルー プ(M)に 再編 成 され、 その結果 い

くつか の対 立す るイメー ジのパ ター ンが浮 かび上 が って きた。 国の イメー

ジ と人のイ メー ジ、伝 統 的な 日本 のイメ ージ と現代 の 日本 の イメー ジ、 プ
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ラスの イメー ジとマイナス のイメー ジな どであ る。

34の 中 グルー プは最終 的 に9つ の大 グルー プ(L)に 分類 された。大 き

い順 に各 グループに与 え られ た タイ トル と頻度 は次の通 りであ る。

L1:日 本 に関す る一般 的 な知識

L2:近 代 的 な先進 国のイ メー ジ

L3:現 代 日本 のマイナスのイメージ

L4:日 本 人のプ ラス のイメージ

L5:東 洋的 な伝 統美の イメージ

L6:昔 の 日本 のマイナスの イメー ジ

L7:日 本人のマ イナスの イメー ジ

L8:日 本人の身体 的特徴

L9:新 旧同居 のイメー ジ

6

0

2

0

1

0

7

6

3

6

2

0

0

7

2

1

1

1
⊥

1
■

-
⊥

-
↓

これ ら9つ の グループ は大 まか に次 の3つ の カテ ゴ リー に分 ける ことが

で きる。 まずL2、L4、L5は 主 に 日本 や 日本 人に関す る 「プ ラス」 の イ メ

ー ジを扱 ってい る
。そ れ とは反対 に 「マ イナスJの イメー ジ を扱 ってい る

のがL3、L6とL7で あ る。残 りのL1、L8、L9は 「中立 的な」事 実 を扱 った

カテ ゴ リーで ある。各 カテ ゴ リー に含 まれ る グルー プ内の頻度 を合計 す る

と 「プ ラス」 が291(約47%)で 最 も高 く、 「マ イナ ス」 が139(約23%)

「中立」 が185(約30%)と な り、 イギ リスの子 ど もは 日本 に対 してか な り

好意 的な良いイメージ を抱 いている ことが わかる。

次 に、 これ ら3つ の カテ ゴ リーそれぞれ につい て、性 別、年齢 、 日本語

学 習の各変数 による答 え方 の違 い を調べ た ところ、男女差 はほ とん どみ ら

れ なか った。年齢別 では年上 の生徒 の方が 日本 に関す る情 報が よ り豊富 で、

良 い面 も悪 い面 も積極 的に指摘 す る傾 向が あ るが 、例外 と して 日本 人の長
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所に関する回答は年齢の低い生徒の方が多い。最も大 きな違いが見られた

のは日本語学習の変数で、学習者は全体的に好意的で良いイメージを強調

する傾向があるのに対 し、否定的な回答はどちらかというと非学習者に多

く見られる。

これら3つ の主なカテゴリーを基に、イギリスの子どもたちが思い描 く

日本のイメージに関する9つ の大グループを空間配置すると図1の ように

なる。なお、図中で使われている双方向の矢印は反対または対立の関係を、

二重実線は結合されているグループの間に密接な関係があることを、二重

点線は部分的なつなが りがあることを示す。

図1.イ ギリスの子 どもが持つ日本のイメージに関する空間配置

//

1
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これ に続 い て、 この図 の中の9つ の グル ープ につ いて各 々を構成す るす

べ ての 中お よび小 グルー プの空 間配置 を行 ったが 、 その図 を紹介す るの は

ここで はスペ ース の関係 で省略 し、各 グルー プの中 に含 まれ るイメー ジの

内容 を明 らか に しなが ら全体 の要約 を行 うと次 の ようになる。

この調査に参加 したイギリスの子 どもたちは、日本に対して2つ の対立

するイメージを持っている。ひとつは 「近代的」対 「古風」という対立で、

多 くの生徒の回答がこれら二つのイメージが混 じったものであったが、ど

ちらかというと前者の方がイギリスの現代っ子には優勢なイメージのよう

である。もうひとつの対立は日本や日本人に対する 「好意的」なイメージ

と 「否定的」なイメージである。この調査に限っていえば、回答の約半分

が何 らかの良い点を指摘 したもので、イギ リスの子 どもたちは日本に対 し

てかなり友好的な態度を持っているといえる。特に日本語学習者は非学習

者よりその傾向が強い。ということは、イギリスで実際に日本語を学習し

ている生徒の数はかなり限られているので、サ ンプルの抽出方法によって

は今回の調査ほと好 意的な結果は出ないという可能性がある。

イギリスの子どもたちが思い描 く日本の良いイメージは、ハイテク産業

が盛んな近代的で高度に進歩 した、経済的にも豊かな国であると同時に、

歴史が古 く、昔か らのさまざまな伝統文化を大切にする、東洋的な美 しさ

を持った国でもある。逆に悪いイメージの代表は、人や車がひしめく狭苦

しい小 さな国の中で、人々があ くせ くとした生活を送っている姿である。

昔の日本に関する否定的な回答の中で第二次世界大戦に言及 したものは2

つのみで、戦争を体験した世代の一部のイギリス人の中にいまだに根強 く

残っている戦時中の日本のマイナスのイメージが、1970年 代後半から80年

代にかけて生まれたイギリスの子どもたちの問ではかな り払拭 されてきて

いると言える。その一方で、日本を発展途上の貧 しい国で、自転車やボー
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トが交通手段であるという昔のイメージがあるが、この中には日本と他の

アジアの国々を混同していると思われる回答 もいくつか含まれている。

イギリスの子 どもたちの回答の中で最大のグループを構成したのは、日

本について彼らが知っているいろいろな分野の事柄を書 き記 したものであ

る。このグループに属す回答は大きく3つ に分類することができる。ひと

つは子 どもたちが学校で学習したと思われる日本の地理、気候などについ

ての一般常識的なもので、これ らは全体の約2割 を占める。残 り8割 はほ

ぼ半分ずつ現代の日本に関する物事、例えば、電気製品や自動車メーカー、

マンガについて述べたものと、 日本の食べ物や習慣、国技、建築物 といっ

た伝統的な日本に関する物事について記 したものに分かれる。これら中立

のカテゴリーに含まれる 「昔」 と 「今」のイメージの頻度を、前述の好意

的なカテゴリーのそれらに加えても、イギリスの子 どもたちにとって日本

はやはり近代的な側面のイメージが優勢なことがわかる。

この調査では日本 という国について思いつ くことを書 くように指示され

たが、回答の延べ総数615の うち約2割 にあたる133が 日本入に関するもの

であった。その大部分が好意的な内容で、3つ の類型が見られる。最 も優

勢なのは企業戦士 と呼ばれる有能でや り手のビジネスマンに代表される勤

勉で知的なイメージである。2番 目は日本の伝統を受け継 ぐ教養と精神性

をそなえた日本人で、3番 目が人柄や性格の良さである。このような日本

人の長所を最も多 く指摘 した集団は日本語を学習 している16歳 未満の女子

である。その一方で、日本人に対する批判的な意見の数は少ないが、16歳

以上の女子を中心に、「主体性がない」、「束縛されている」、「男性は性差別

主義者」、「女性はみな主婦」 といった回答があった。また、黒髪や身長の

低さといった日本人の身体的特徴について言及 した回答は非常に少ない。
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1V-2.イ ギ リスの子 どもに よる 日本 と日本人の評価

イギ リスの子 ど もたちが 日本 とい う国 と日本 人 につ いてそれぞ れ8項 目

に わた り、5段 階 で評価 した結 果が 表1に 示 してあ る。項 目は平均値 の高

い順 に並べ てあ る。 目盛 りの5段 階 は否定的 な1と2、 肯 定的 な4と5を

まとめ る こ とに よって3段 階 に省 略 し、回答が最 も集 中 してい る カテ ゴ リ

ーが網掛 けで強調 してあ る
。

表1か らイギ リス の子 ど もの 日本 に対 す る評 価 は 「経済 的 に豊 か」 で

「強 い国」 の2つ の項 目にお い ては大多 数 の生徒 の意見が一一致 してい るが 、

「公平 さ」 と 「自由」 の項 目は他 と比較 して平均値がか な り低 く、 回答 も3

の 「どち らともいえない」 に約半数が集 中 し、否定 的なポイ ン トであ る1/2

を選 んだ生 徒 も2割 以上 い る。 イギ リスの子 どもたちが 自分 の言葉 で書 い

表1、 イギ リスの子 どもが評 価 した 日本 ・日本 人

N=203

日本 モ ー ド 平均値 1&2 3 4&5

1.豊 か さ

2.国 力

3.清 潔 さ

4,平 和

5.信 頼性

6.治 安 の良 さ

7.公 平 さ

&自 由

4

4

3

3

3

3

3

3

4.00

3.80

3.60

3.44

3.44

3.42

3.10

3.09

3.5%

7.4%

12.9%

14.8%

XO.9%

12,4%

21.8°/Q

23.9%

19.2%

23.3%

32.7%

37.4%

43.6%

懸
麟

3

蟹
灘 購…
翻 藩
43.5%

・襲墨

30.6%

30.2%

日本人 モ ー ド 平均値 1&2 4&5

1.勤 勉

2.教 養

3.知 性

4.礼 儀正 しさ

5.親 しみ やす さ

6.誠 実 さ

7.、思レ、や り

&寛 容

5

5

5

5

4

4

3

3

449

4.41

4.33

4.25

3.91

3.65

i・・

3.14

2.0%

1.5%

2ρ%

2.0%

6.0%

5.4%

8.4%

19.9%

&4%

15.9%

11.0%

14.4°/a

23.4%

37.1%

44.6%

簸

錘

轟

34.4%
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た 日本 のイメージの中 には、 直接 これ らについて触 れた もの はなか ったが、

「日本 人のマ イナスのイ メー ジ」 の中 に束縛 されてい る、男性 は性 差別主義

者 とい った 回答 が含 まれていた こ とをすで に述べ た。 自発 的 な回答 の数 は

少 なかったが、表1か らこの ような見 方 を してい るイギ リスの子 ど もが実

際に は もっ と多 くい るこ とがわか る。

国 につ い ての評価 と比較 す る と 日本 人 に関す る評価 はモ ー ド、平 均値 、

回答 の分布状 況 と もに全体 的 に非常 に好 意的 であ る。8項 目中4項 目にお

いて モー ドが最 高値 の5を 、平 均値 も4,00以 上 の高い 数値 を示 し、生徒 の

回答 も肯定 的 なポイ ン トで ある4/5に8～9割 が集 中 してい る。 「寛容」 の

項 目のみ3を 選 んだ生徒 が最 も多 く、 否定的 な回答 を選択 した者 も約2割

い る。 この項 目の平均値 と回答の分布状 況 は、 国に関す る項 目の うち 「公

平 さ」 と 「自由」 のパ ター ンに非 常 に よ く似 てい る。 狭量 であ る とい うこ

とも、 上記 の点 と関連 があ るのか もしれ ない。

各項 目におい て3つ の変数 の うち平均値 に統計学 的 な有意差 が見 られ る

か どうか分析 した ところ、性 別 に よる違 いのある項 目はひ とつ もなか った。

年齢別 では、「自由」 と 「勤勉 」の2つ の項 目におい て最 も低 い レベルの有

意差eP<0つ5)が 認め られ、いずれ も年齢 の高い生徒 の平均値 の方 が高い。

最 も顕 著 な有意差 が見 られ たの は 日本語学 習の変数 で、国 に関す る8項 目

中4項 目(「 豊 か さ」 「清 潔 さ」 「国力」 「信頼性 」)、人 に関す る8項 目中6

項 目(「勤勉」 「礼儀正 しさ」 「親 しみやす さ」 「知性」 「思 いや り」 「誠実 さ」)

において有 意差 が認 め られた。 いずれ も日本語 学習者 の平均値 の方 が非学

習者 よ り高 くな ってい る。最 も高い レベ ルの有 意差e糊p<0.0001)が 認

め られ たの は 「礼儀正 しさ」 の項 目で、学 習者 の平均 値が4.54に 対 し、非

学習者 は3.98で あ る。そ のほか 「豊か さ」 「清 潔 さ」 「誠実 さ」 の3項 目に

お ける有意差 も大 きい(***p<0.001)。 自由回答 による 日本 のイメ ージにつ

い て 日本語 学習者 の方 が よ り友好 的 な回答 をす るこ とをす でに確 認 したが、
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統計学的に見ても学習者と非学習者の問には明らかに態度の違いがあるこ

とが実証された。

IV-3.日 本 の子 どもが 思い描 くイギ リスの イメー ジ

この調 査 に参加 した 日本 の子 どもは310名 であ るが、 自由回答形 式 の質

問 に無 回答 だった生徒が27名 いた ので、分析 の対象 に なったの は283名 の

回答 である。その内訳 は男子109名(38.5%)、 女 子174名(61.5%)、 中学生

103名(364%)、 高校生180名(63.5%)で 男女 比、年齢比 ともに2対3の

割合で女子 と高校 生が多 い集団 とな っている。

日本 の子 どもの 自由回答 に よるイギ リスの イ メー ジのユ ニ ッ トは男子 が

106、 女 子が115で 、男 女合 わせ る と合計154の 異 な るユ ニ ッ トが見 つ か っ

た。男 女 ともに回答 の頻度が高 か った上位4つ の答 えのユ ニ ッ トは、順位

に多少 の違 い はあ る ものの全 く同 じで、 それ らは男女合 わせ る と1位 が さ

ま ざまな 「観光名所」 の名称、2位 が 「歴史が古 く伝統が あ る」、3位 が金

髪や青い 目な どの白人の 「身体 的特徴」、4位 が 「皇室」の人物 名 であ った。

ところが 、男女 別 に5位 以 下10位 まで のユ ニ ッ トを比較 す る と、重複す る

もの はひ とつ もない こ とが わか った。男子 の場 合 は 「ス ポー ツ」 と 「ロ ッ

ク音 楽」 に代 表 され るポ ップカルチ ャー や、 イギ リスの 「地理 ・気 候」 に

関す る事実 を述 べ た ものが多 いの に対 し、女子 の回答 は 「美 しい ・自由 ・

楽 しい ・か っこいい ・の どか」 とい った形 容詞 で印象 を表 した ものばか り

が上位 を占めた。

合 計154の ユ ニ ッ トはKJ法 で まず70の 小 グルー プ(S)に 分類 された。

上位4番 目までの小 グルー プは上記 の最 も回答 の頻度が高 か った4つ のユ

ニ ッ トと一致 し、5位 以 下10位 まで は 「S5:地 理」、「S6:気 候」、 「S7:の

どか な田園風景 」、 「S8:上 品で紳 士 的 な イギ リス 人」、 「S9:ス ポー ツ」、

「S10a:美 しい 国」、 「SlOb:お しゃれ で素1敵な イギ リス 人」 の順 で続 く。
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この調 査 に参加 した 日本 の子 どもは年 齢的 に高校 生の方が 多いた め、上位

10位 までの ほ とん どのユ ニ ッ トにおいて高校生 の回答 の頻度の方が高いが、

3位 の 「身体 的特徴 」 につ いて は例外 的 に中学 生 の頻 度が高校 生 のそれ を

3倍 以上上 回っている。

次 に、70の 小 グループが39の 中 グルー プ(M)に 分類 され る と、小 グル

ー プの主 な トピ ックはそ のほ とん どが 中 グルー プに引 き継が れた。上位10

位 までの中 グルー プの特徴 は、好意 的 なイ メー ジ と、一般常識 的 な事実 を

述べ た もの、 それ とイギ リス人 につ いて言及 した ものが多 い とい うこ とで

あ る。

これ ら39の 中 グルー プか ら最終 的 に10の 大 グルー プ(L)が 生 まれ た。

大 きい順 に各 グル ープに与 え られた タイ トル と頻度 は以下の通 りである。

L1:歴 史 と伝統 の国のイ メー ジ

L2=イ ギ リス に関す る一般 的な知識

L3:理 想的 な国の イメー ジ

L4:有 名 なイギ リス人 と身体 的特徴

L5:魅 力 的 なイギ リス人

L6:美 しい国の イメー ジ

L7:現 代 の イギ リスのイ メー ジ

L8

L9:遠 い異 国の イメー ジ

L10:間 違 った連想

イギ リス とイギ リス人のマ イナスの イメージ

0

4

5

5

2

8

0

8

4

5

6

4

2

9

8

6

6

3

1

1
■

-
■

-
■

以 上10の 大 グ ル ー プ は まず 「プ ラ ス 」 の イ メ ー ジ を扱 っ た カテ ゴ リー

(L3,L5,L6)と 、 知 識 や事 実 を述 べ た 「中立 的」 な もの(L1,L2,L4,

L7,L9)に 大 別 す る こ とが で きる。L8は 唯 一 「マ イ ナ ス」 の イ メ ー ジ で、
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L10は これ らの枠外 に置 かれ る。 これ ら10の グ ルー プに含 まれ るす べ ての

回答 の延べ 総数 は791で 、そ の うち 「中立」 に属す 回答が約60%、 「プ ラス」

が約35%、 「マ イナス」 が約4%で 、そ の他が1%と い う割合 で、 日本 の子

ど もが イギ リス につ いて連想す るイメー ジの大部 分が、 国や 人々に関す る

彼 らの知識 と結 びつ いてい る こ とが わか る。そ れ と同時 に、彼 らは イギ リ

ス に対 して憧 れ の気持 ちに も似 たか な り好 意的 な良い イ メー ジ を抱 い てい

る こ とも事 実 で あ る。 また 国のイ メー ジに 占め るイギ リス人の割合 が高 い

の も特 徴 で、L4とL5と い う比較 的大 きな2つ の独 立 した グルー プが イギ リ

ス人 に関す る もので、L8の 一部 もマ イナス面 で はあ るが人 につ いての トピ

ックを扱 ってい る。 これ ら3つ の グルー プに含 まれ る人 に関す る回答 の総

数 は195で 、全 体の約4分 の1が イギ リス人につ いて述べ た もの とい うこと

に なる。その 中で 日本 の子 どもの多 くが イギ リス 人の身体 的特 徴 につい て

述べ ているが、彼 らが 思い描 くのは典型 的な白人系 のイギ リス人像 であ る。

次 に、大 グループの 回答 の頻 度 を性 別、年齢 別 の人数 の ア ンバ ラ ンス を

考慮 しなが ら分析 してみ る と、 グループ編 成 の初期 の段 階です でに現 れ て

いた特徴 が更 に顕著 になった。 まず、男子 の回答 は 「事 実」 を述べ た もの、

女子 は 「印象 的」 な ものが多 い とい う傾 向 につ いてすで に触 れ たが、男 子

の場 合 「L2:一 般 的 な知識」 と 「L7:現 代 の イギ リス」 の頻度の高 さ とし

て表れ、 女子 の 回答の頻度 は 「L3:理 想 的な国」、 「L5:魅 力 的なイギ リス

人」 お よび 「L6:美 しい国」 に圧 倒 的 に集 中 してい る。年齢 別 に見 る と、

高校 生の 回答が多 いのは 「Ll:歴 史 と伝統」 と 「L2:一 般 的な知識 」であ

るの に対 し、 中学生 の場合 はL4の 中の 「身体 的特 徴」 と 「L5:魅 力 的 なイ

ギ リス 人」 の頻 度が比較 的高い。 この よ うに高校 生 の描 くイギ リス のイ メ

ー ジは国に関す る さま ざまな知 識 に支 え られ てい るのに対 し
、 中学生 の場

合 は人 につ い ての観 察可能 な特徴 の 占め る割合が高 く、視覚 的 な要素が 強

い ことがわか る。
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日本 の子 どもた ちが思 い描 くイギ リスの イメー ジに関す る10の 大 グルー

プ を空 間配置す る と図2の ようになる。

これ ら10の グルー プ につい て もそれぞれ を構 成す るすべ ての中 ・小 グル

ー プの空 間配置が行 われ たが 図 は省 略 し、それ を基 に 日本の子 どもた ちが

思 い描 くイギ リスの イメー ジを全 体 的 に要 約 しなが らまとめ る と次 の よう

に なる。

日本 の子 どもた ちはイギ リスの実 にさ まざまなジ ャ ンル ー地理 ・気候 ・

歴 史 ・政 治 ・経 済か ら文化 ・生活様 式 まで 一に関す る情報 と知識 を持 って

い る。 そ して、 イギ リスの イメー ジ としてそ うい った事 実 を単 に書 き記 す
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傾向があ る。

イギ リス は 「伝 統 的」 な側 面 と 「近代 的」 な側面 を併せ 持 った国で ある

と日本 の子 どもたちは認識 してい るが、 イギ リス は彼 らに とって圧倒 的に

「伝統 と歴史 の国」 であ る。その イメー ジは観光用パ ンフ レッ ト的で、 ロ ン

'ド
ンの有名 な観 光ス ポ ッ ト、 例 えばバ ッキ ンガム宮殿 や大英博物 館 な ど と

直結 してい る ようであ る。 その ほか に も文化遺 産 と しての古 い立派 な建 築

物や、 ス コ ッ トラン ドのバ グパ イプや ター タンチ ェ ックな ど伝統 文化 に関

す る ものが この イメー ジの核 を成 してい る。 また、 シル クハ ッ トと傘、石

畳 の道 を走 る馬車 とい った古風 なイメー ジ もこの中 に含 まれ る。 これ に対

し、「近代 的」 なイギ リスの イメー ジの代 表 は 日本 の子 どもた ちに も人気 の

あ るサ ッカー を中心 と したス ポー ッ とロ ック音 楽 であ る。 そ の他、 それ ほ

ど数 は多 くないが、 イギ リスが多民 族社 会 であ る こ と、女性 の地位 が高い

ことな どに言及 した生徒 もい る。

日本 の子 どものイギ リスに関す る イメー ジの中で特徴 的 なのは、 イギ リ

ス人 に関す る中立 的 な回答が多 い こ とであ る。 イギ リス の子 ど もの場 合 、

有名 な 日本人の名前 を挙 げた者 は皆無 であ るが 、 日本 の子 どもは皇室 のメ

ンバ ーを中心 に具体 的 な人物 名 を答 えた ものが 目立つ。 更 に身体 的 な特 徴

につ いて述べ た回答が多 いの もイギ リスの子 どもとは対照 的であ る。

この よ うなイギ リス人 に対 す る中立的 なイ メー ジの ほかに、 日本 の子 ど

もは非常 に 「好 意 的 なイ ギ リス 人像 」 も持 ってい る。 それ は礼 儀正 し く、

上 品で紳士 的 な態 度 と、 か っこ よ くてお しゃれ な外見 の良 さ、それ に親切

で心が広 い な どの性格 の良 さを兼 ね備 えた魅力 的 なイ メー ジであ る。 その

一方で
、 イギ リス人 は冷 た くて厳格 とい ったマイナスの見方 も少 しあ る。

この ように、 日本 の子 どもた ちはイギ リス 人 を好 意 的 に見 てい るばか り

で な く、 イギ リス とい う国 に対 して も非常 に良 い2つ のイ メー ジを抱 い て

い る。 ひ とつ は、の どか な田園風 景 と美 しい町並 みの あ る 「環境 的 に美 し
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い憧 れ の 国」 とい うイ メー ジで あ る。 も うひ とつ は、 い ろい ろ な意 味 で

「理想的かつ望 ましい国」 とい うイ メー ジで、 こち らの方が 回答 の頻 度が高

く日本 の子 どもに とって よ り重 要 なテー マであ る。具体 的 にはイギ リス は

自由な国で、暖 かい 人間関係 が あ り、ゆ った りとしたペー スの贅沢 な生 活

を楽 しんでいる とい った回答が この イメージを代表す る。 「自由」 とい う言

葉 を用い たのは特 に女子 に多 く、 これ は 日本の社 会で は さまざ まな制 約か

ら、彼 女 たちが 自分 の思い通 りに行 動 で きない とい う現 実 があ るため、 日

本 の女 の子 たちの 目に はイギ リスが 自己実現 ので きる理想 的 な国であ る と

思 えるのか もしれ ない。 また、 日本 で は人 と人 とのつ なが りが希薄 にな り

つつ あ り、 ゆ と りのあ る生活 の実現 もなか なか難 し く、 この ように現代 の

日本 にない もの、 また は失 われつつ あ る もの を理 想化 して イギ リス のイ メ

ー ジに投影 させ てい る ようであ る。逆 に、否 定的 な国の イメー ジ として書

か れた 回答 は ほんの僅 か で、 失業 率 の高 さな ど社 会 問題 に触 れ た もの と、

混雑 してい る とい うイメー ジだ けで ある。

中立 的 な カテ ゴ リーの中 に もうひ とつ 「遠 い異 国の イメー ジ」 が入 って

い る。 これ は まさに遠 い外 国、 言葉や習慣 が違 う国 とい うよ うに、距 離 的

な遠 さや 日本 との違 い を強調 した回答 であ る。 この カテ ゴリー は 日本 の子

どもに特有 で、 イギ リスの子 ど もに は見 られ なかった。

最後 に、唯一 どの カテゴ リーに も属 さず に独 立 してい るのが、 「間違 った

連想」 であ る。 これ にはルイ16世 な どイギ リス と他 の ヨー 「ロ ッパ の国 々を

混 同 した回答が含 まれ てい るが、 この ような回答 は非常 に少 ない。

IV-4.日 本の子 どもによるイギリスとイギリス人の評価

表2は 日本の子 どもたちがイギリスとイギリス人について表1と 同じ項

目で評価した結果を、平均値の高い順に示 している。

表2上 部のイギリスに対する日本の子 どもたちの評価 は、最も回答が集
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表2.日 本の子 どもが評価 したイギ リス ・イギ リス人

N=310

イギ リス モー ド 平均値 1&234&5

1.清 潔 さ

2.自 由

3.国 力

4.豊 か さ

5.平 和

6.信 頼性

7.公 平 さ

&治 安 の良 さ

4

3

3

4

3

3

3

3

3.81

3.61

349

3.47

3.36

3.36

3.26

3ユ1

$.1

13.6°/a

10.0%

9.7%

1$.7%

12.0%

18.3%

26.8%

3Q,3%

33.7%

44.8%

40.⑪%

40.3%

一塾8496一

瀦 轟 一

翼L6%

6舗%

5i纏 一

妻匿 ま驚

こ50.4%

ψ鑛
39.7%

35.5%

31.7%

イギ リス人 モ ー ド 平均値 1&2 3 4&5

1.礼 儀正 しさ

2.教 養

3,寛 容

4a.誠 実 さ

4b.知 性

6a.親 しみや す さ

6b.思 いや り

8.勤 勉

3

3

3

3

3

3

3

隻

3.i5

3.62

3.59

3.35

3.35

3.26

3.26

3.09

9.7%

9.7%

9.4%

9.7

9.7

19.1%

X5.7%

22.3%

32.3%

39.2%

37.7°10

舞i綴

一憩纒i

簸1

選懸

鶏…i購

謡露購 一

寿疑 鯵

輩鍵%

36、9%

36.9%

3$.5%

39.5%

27.4°/a

中 してい る こ とを示 す 網掛 けが肯 定 的 なポイ ン トであ る4/5に な ってい る

ものが8項 目中5つ あ る こ とか ら、概 して好意 的 である こ とが わか る。 し

か し、過 半数 の生徒 が肯 定的 な評価 を してい るのは 「清 潔 さ」 「自由」 「豊

か さ」 の3項 目のみで ある。 これ らは彼 らが 自分 の言葉 で表現 したイギ リ

ス のイメー ジの中の 「美 しい国」 と 「理想 的 な国」 に含 まれ てい たユ ニ ッ

トと一致す る。 それ以外 の項 目で は3の 「どち らともいえな い」 を選 ん だ

生 徒 の割合 が4割 以上 と高 くなってい る。上位4位 までの項 目を表1と 比

較 す る と、 イギ リス と日本 の子 ど もた ちの多 くが相手 の国 をお互 いに 「清

潔 で、 豊か な、 強い 国」 と認 識 してい る ことが わか る。相違 点 はイギ リス

の子 ど もは 日本 を 「平和 な国」 と見てい るの に対 し、 日本 の子 どもは イギ

リス を 「自由 な国」 とみ な してい る点であ る。
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表2下 部のイギ リス人につい ての欄 に 目を転 じる と、モー ドがすべ て3、

網掛 けの部 分 も8項 目中5つ におい て 中央 の3に 集 中 してい る こ とか ら、

「礼儀正 しさ」 「教養」「寛容」の3項 目以外 は、あ ま り好意 的 な評価 を して

いない ことがわか る。特 に表2の 下か ら3つ の項 目 「親 しみやす さ」偲 い

や り」 「勤勉」 におい ては、約2割 の生徒が 否定的 なポイ ン トの1/2を 選 ん

でい る。平均値 も最 高3.75、 最低3.09と 国の評価 にお け る平均 値(最 高3.81、

最低3.11)よ りも上 限 ・下限 と もにや や低 く、 国 よ りも人 に対す る評価 の

方がや や否定 的であ る。 これ は表1で 見た イギ リスの子 どもたちの回答 の

パ ター ンとはか な り違 ってい る。 イギ リスの子 どもの 日本お よび 日本人 に

対 す る評価 は、 日本 の子 どもに比 べ て明 らか に よ り好意 的 で、 国 と人 とで

は人の評価 の方が圧倒 的に好意 的である。

次 に、性 別 ・年齢別 に平均値 の有 意差 を調べ て見 る と、 国に関 して は男

女差 の あ る項 目は ひ とつ もなか っ た。年 齢 別 で有意 差 の 認 め られた の は

「豊か さ」(*p<0.05)と 「国力」(**P<0.01)の2項 目で、 どち らの場合 も

平均値 が高 いの は中学生 で、彼 らの方が高校 生 よ りイギ リス を よ り豊かで

よ り強い 国である と見 ている。

イギ リス人に関す る評価 で は、性 別 と年齢 の両方 にお い て有意差 が認 め

られ た。 まず男女差が見 られた のは 「親 しみやす さ」(***p<0.001)と 「寛

容」e牢p<0つ1)の 各項 目で、 どち らも女子 の平均値 の方が 高 く、 これ らの

項 目におい て男子 よ りイギ リス 人 をよ り好意 的 に評価 してい る。特 に 「親

しみ やす さ」 の項 目で は男子 の平均値 は3、0以下(2.98)で あ り、 明 らか に

否定 的 な見方 を してい る こ とが わかる。有意差 も大 きい。年齢 別 では 「勤

勉」*P<0.05)と 偲 いや り」e寧P〈0.01)の2つ におい て、 中学生 の方が

よ り好 意 的 な態度 を示 してい る。 「勤勉 」 の項 目で は高校生 の平均 値 は3.0

を下回って2.99で ある。

この ように 日本 の子 どもの場 合、年齢 に よる違 いの方が 性別 よ りも顕 著
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で、中学生の方が高校生よりイギリス ・イギリス人に対 して友好的な態度

を持っていることがわかる。男女別では男子の方が否定的な見方をする傾

向がある。

N-5.日 本 とイギ リスに関す る情 報源

この調査 に参加 した イギ リス と 日本 の子 どもた ちは、お互 いの 国や 人 々

につ いて の情報 を どこか ら得 てい るの だろ うか。表3は 彼 らがそ こか ら情

報 を得 て いる と答 えた各種 メデ ィア につい て、割合 の高い順 に並 べ た もの

であ る。

表3.日 本 ・イギ リスに関す る情報 源

N=230 N=310

イギ リスの子 どもの 日本 に関する情報源 日本の子 どものイギ リスに関する情報源

1.学 校 の授業

2映 画 ・ビデオ

3.テ レビ

4.新 聞

5.日 本 の物 語

61.1%

37.9%

36.5%

22.2%

2.5%

1.学 校 の授 業

2.テ レビ

3.新 聞

4.イ ギ リスの物語

5.映 画 ・ビデォ

87.1%

33.9°/a

27ユ%

18.4%

14.8%

表3か ら日英両国の子どもたちにとって、学校が最 も重要な相手国に関

する知識の情報源であることがわかる。彼 らはともに地理 と歴史の授業で

お互いの国について学習したと答えているが、 日本の子どもはそのほかに

も英語、社会、音楽を列挙 している。 日本の子 どもの方が学校でイギリス

について学習する機会が多いようである。テレビと新聞に関しては、過去

6ヶ 月の間にお互いの国についてのニュースを見たり、読んだ りしたかと

いう質問に対 して 「はい」 と答えた生徒の割合であるが、子 どもたちにと

ってテレビの方が新聞より身近な情報源である。

イギリスと日本の子どもの情報源で大きな違いが見 られるのは、映画 ・
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ビデ オと翻訳 された物語 であ る。 イギ リスの子 どもは映画 や ビデオが テ レ

ビ と同 じ くらい重要 な情報 源で あるのに対 し、 日本 の子 ど もに とって は 日

本語 に翻 訳 された イギ リスの物語 のほ うが映 画 ・ビデオ よ り重要 な情報 源

にな って いる。読 んだ本 の作者名 と して、 シェー クス ピア、 アガサ ・ク リ

ステ ィーの 名前 が 、読 んだ本 の タイ トルで は 『ク リス マ ス ・キ ャ ロル』、

『不思議 の国の ア リス』、 『秘密 の花 園』、 『ドリ トル先生』 シリー ズが挙 げ ら

れた。 これ らの英 米児童文学 は19世 紀 中葉か ら20世 紀初頭 にか けて英 国生

まれの作家 に よって英 国 を舞台 に書かれ た古 典 で、 ビク トリア朝 か らエ ド

ワー ド朝 の雰 囲気 を持 った作 品群 であ る(Egoff,1988)。 一方 、 イギ リス

の子 どもで 日本 の物 語 を翻訳 で読 んだ こ とが あ る と答 えた生 徒 は203名 中

5人 だけで、具体的 な作者名 、作 品名 は挙 げ られなかった。

V.結 論

以上の分析結果から日英両国の子 どもたちは物理的、人種的、文化的に

隔たった状況に置かれているにもかかわらず、学校での学習事項を主な情

報源 とした相手の国や人々に関するかなり広範な知識を持ち、彼 らの目を

通 して見た日本とイギリスのイメージはマイナスのものよりも圧倒的にプ

ラスのイメージの方が優勢であることがわかる。

イギリスの子どもたちはどちらかというと現代の日本のイメージを強調

する傾向があるが、それは彼らの身近にさまざまな日本製品があることや、

イギリスでも人気のある日本のアニメやマンガが視聴覚メディアを通 して

受容されていることと関係があると言えそうだ。一方、 日本の子どもたち

にとってイギリスは伝統の国というイメージが強いのは、イギリスは日本

人観光客に人気のある国のひとつで有名な観光スポ ットのほとんどが歴史

的な建築物であることや、子どもたちによく読まれているイギリスを舞台
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と した物 語 の多 くが20世 紀初 頭以前 に書 かれ た古典 で ある こ とな どが伝統

的なイ メージの形成 に関与 してい るようであ る。

また イ ギ リス の子 ど もた ちは 自分 の言葉 で表現 した 日本 の イ メー ジ と、

日本 ・日本人 に対 す る評価 が一貫 して好 意的 であ るの に対 し、 日本 の子 ど

もは特 に女 子 を中心 にイギ リス を理想郷 的 なイメー ジで捉 え、好意 的 に表

現 す る子 どもも多 いが、全体 的 に は中立 的 な事 実 や観 察可 能 な事柄 を述べ

る傾向が あ る。現代 の 日本 の子 どもた ちのイギ リス ・イギ リス 人に対 す る

態 度 は概 して好意 的で、LambertとKlineberg(1967)が 結 論付 けたほ ど

非友好 的 な もので はな くなってい るが 、 イギ リス の子 どもたち ほ ど友好 的

ではないの も事実 であ る。更 に、 日本 の子 どもは 日本 とイギ リスの違 いや、

日本 人 とは異 なる身体 的特徴 を強調す るの も特徴 であ る。 これ に関 しては

LambertとKlineberg(1967)の 研 究 で明 らか に された 日本 の子 どもの特

殊性 が現代 の子 どもた ちに も受 け継が れている ことを示す。

イギ リスの子 ど もの多 くが 日本 人 に対 して抱 い てい る勤勉 で知 的な イメ

ー ジは
、 日本 人 ビジネスマ ンのス テ レオ タイ プで ある。 日本 人 の中で は男

性 の方 が メデ ィア等 に登場 す るこ とが多 く、 これ はEaglyとKite(1987)

が述べ てい る よ うに、 イギ リスの子 ど もた ちが 日本人 の イメー ジ として優

勢 な下位集団 に対す る固定概念 を当てはめてい る例 であ る と言 える。

この調査 で相 手 の国 や 人々 に対 す る態度 の違 い を最 も顕 著に示 す の は、

年 齢や性別 で はな く、 イギ リス の子 どもにのみ適用 され た語 学学習 の変数

であ る ことが わか った。つ ま り、 よ く言 われ る ように、外 国語 を学習 して

その国 の文化 背景 な どにつ いて理解 を深 め る こ とが、 その言語 が話 されて

い る国や人 々に対 す るイメー ジや意識 の向上 につ なが る とい うこ とであ る。

しか し、 この調査 にお いて 日本 の子 ど もは全員英 語学習者 とい うこ とにな

るが、 イギ リスの子 ど もほ ど態 度が好意 的で ないの は、 ひ とつ に はイギ リ

スの 日本語学習者 はGCSE(中 学校相 当 レベ ル)、Aレ ベ ル(高 等 学校 相 当
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レベル)と もに日本語は選択科 目で希望者のみが学習するのに対 し、日本

の場合は外国語教育 といえば実質的に英語のみで他の言語を選択できる余

地がないのが実情で、生徒の希望にかかわらず英語を学習せざるを得ない

という現実が考えられる。そこで、日本の子 どもたちにも語学学習による

意識の違いが見られるか どうかを調べるためには、例えば、英語科が設置

されているような学校で英語科 と普通科の生徒を対象にした調査を行うこ

とが考えられる。

最後 に、 この調 査 はイギ リス と 日本の多 くの子 ど もた ちの協 力 な しには

実施す るこ とが で きなか った であ ろ う。彼 らひ と りひ と りが ア ンケー トに

答 え るた めに割 い て くれ た時 間 と、 豊か な想像力 と、熱意 に心 か ら感謝 し

てい る。
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